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研究成果の概要（和文）：本研究では、教育人類学を専門とする申請者がこれまでエスノグラフィックなアプローチに
て行ってきたインドネシア人留学生の文化習得に関する研究実績をベースに、大学における研究活動、所謂「研究室文
化」について研究を行った。これまでの日本とインドネシアに加え、ドイツ、オランダを含めた高等教育の文化・制度
・歴史について、教育人類学的なアプローチにより行った本研究は、グローバル化が進む中で、今日の状況に焦点が行
きがちな留学の問題について、文化習得と歴史と高等教育の観点を含むこれまで以上に包括的、多角的な研究となり、
新たな教育人類学の研究の展開としても貢献することができた。

研究成果の概要（英文）：　This research has examined how graduate education system of higher educational 
institutions influences the experiences of international students in their research, using the 
researcher's longitudinal ethnographic studies on Indonesain students who have studied in Japan and other 
countries. The research also examined the historical development of higher education and research in 
European countries. The extensive studies on literature on higher education and research have clarified 
the impacts which have given to Japanese higher education and graduate education and research from 
European countries until today. The experiences of informants have been closely related with the graduate 
systems and higher education systems which the Indonesians have studied.
 This research has contributed in clarifying the close relationship between Education and culture, in 
particular about higher educational institutions and international study at both micro and macro-level.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は教育人類学を専門とする申請
者による、留学と文化習得という大きな
テーマのもと、インドネシア人の日本留
学および日本留学経験者についてのこれ
までの約 20 年間の研究実績に基づいて
いる。この研究実績の中で浮かび上がっ
た新たな観点について、本研究において
取り組むことで、文化習得、留学生教育
研究、そして高等教育の研究に新たな視
点を与えることになる。 
筆者による近年のインドネシア人元留
学生を対象とした追跡調査により、留学
先での経験が帰国後の活動や行動に影響
していることが明らかになった。このイ
ンドネシアにおける元留学生対象の研究
を通して明らかになった留学先の影響に
ついて、更に調べるために、本研究では
日本以外の留学先の状況について研究し
た。元留学生の語る留学体験と帰国後の
影響だけでなく、留学先の「研究室文化」
について、日本以外の国のコンテクスト
において調査することより、留学の影響
についての研究を更に深めることを目的
とした。 

 
２．研究の目的 
本研究では、教育人類学を専門とする筆者が
これまでエスノグラフィックなアプローチ
にて行ってきたインドネシア人留学生の文
化習得に関する研究実績をベースに、大学に
おける研究活動、所謂「研究室文化」につい
て研究を行った。留学体験が帰国後の教育研
究活動へ影響することが、筆者による日本留
学経験を持つインドネシア人大学教員につ
いての追跡研究から明らかになった。さらに
日本留学経験者とドイツ留学経験者の教育
研究活動の類似性を指摘するインドネシア
人大学教員の存在が明らかとなった。この問
題への関心から、本研究ではドイツの大学に
おける「研究室文化」について研究した。そ
の際、日本の高等教育が歴史的に影響を受け
たドイツの高等教育の歴史についても調べ
た。更にかつてのインドネシアの宗主国オラ
ンダの大学の「研究室文化」、高等教育制度
等についても調査し、グローバル化の進む今
日のインドネシアの大学制度への歴史的な
影響を検討した。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、留学、高等教育、大学院教育、
研究についての文献収集を行い、高等教育の
歴史と発展、特に大学院教育と研究との関係
について調べた。歴史的観点からドイツの高
等教育を始め、ヨーロッパの高等教育の発展、
米国や日本の高等教育や大学院教育との関
係についても調べた。今日の留学や高等教育

の状況について調べるために、ドイツ、オラ
ンダを中心としたヨーロッパ諸国の現状に
ついて調べた。 
 また研究や科学の発展の歴史についても
人類学的なアプローチの文献により調べた。 
 また本研究では、2013 年夏にドイツの大学
を訪問し、実際に大学関係者へのインタビュ
ーを行った。またドイツの大学に在籍するイ
ンドネシア人留学生へのインタビューも行
った。2014 年に訪問予定していたオランダの
大学については、関係者の日程があわずに、
訪問は断念し、文献による調査とともに、オ
ランダ留学経験のあるインドネシア人元留
学生のインタビューを参考に調べた。 
 更に日本の高等教育と日本人の留学につ
いて歴史的にも調べるとともに、日本の研究
文化や大学における研究がどのように捉え
られているか、海外の研究者による文献を収
集し分析した。 
 
４．研究成果 
紙面の関係から、本研究に関係のある高等教
育の歴史と研究関連の文献に関する議論は
省略し、元留学生の追跡調査とともに、高等
教育の変化に伴う考察に絞って議論する。 
 
I. 元留学生の捉える留学先の研究環境
と帰国後の教育研究活動 

筆者は 2011 年から 3 年間、毎年インドネ
シアに元留学生を訪問し、インタビューを中
心とした研究調査１を行った。本研究で対象
とした元留学生は、理工系の博士号を取得し、
帰国した大学教員もしくは官庁職員である。 
筆者は2013年8月17日―26日の10日間、
中部ジャワの大学にて、大学教員 16 名を対
象としたインタビューを行った。約 25 年前
の日本でのフィールドワーク時からのイン
フォーマントを通して紹介を得た日本留学
経験者、他国留学経験者であり、留学時期と
しては、約 25 年前の留学体験者から最近の
帰国者まで含んだ。 
本研究では日本留学経験者を中心としつ
つ、他国留学の経験者へもインタビューを行
うことで、留学先としての日本と他国につい
て、特に研究面での体験と、帰国後の教育研
究活動への影響について調べた。 
 
II. 考察 
１．元留学生の語る留学体験と帰国後の活動
との関係 
 事例を通して、留学先での体験をどのよう
に元留学生が捉えているか明らかになった。
また、帰国後の活動を通して留学の影響も見
えてきた。帰国後の活動は元留学生である教
員の現在置かれた環境や状況によるところ
があったが、各インフォーマントが留学先で
の体験を踏まえ、教員として学生に対する指



導や関係性をどのように行うことが望まし
いと考えるか、ということも含めて、判断し
行動していた。 
 オランダ留学の学生のケースから、基本的
に 1対 1で指導教員から大学院生への指導が
行われていたことがわかる。そして研究のサ
ポートを行う技師の存在とシステムがある
とともに、ゆるやかにつながる研究グループ
において研究発表やディスカッションが行
われ、フォーマルにもインフォーマルにも研
究活動を行うシステムと環境があったこと
がわかる。 
 一方の日本の工学系の大学院での体験に
ついてのケースから、日本語学習を行い、日
本語を使いながら体験した研究室での密度
の濃い生活があったことがわかる。教員間、
そして学生間の上下関係とともに、その研究
室単位での研究や研究以外の活動を含む活
動があった。 
また、日本の大学院に留学し、英語のみで
学位取得可能なコースを経た元留学生も出
てきたことがわかった。 
更に英語コースにおける多様性も明らか
になった。指導教員と留学生個人の 1対 1の
指導はあったが、それ以外の日本の学生との
関わりがほとんどないまま留学生活を送っ
たケースもあった。またセミナーの様子から、
英語コースとはいえ、全てが英語の環境では
なく、セミナーも発表者により英語もしくは
日本語を使用していたことがわかった。その
一方で、英語コースであっても、研究室内の
良好な関係を体験し、家庭的な人間関係につ
いて評価する元留学生もいた。 
このことから使用言語やコースに関わら
ず、留学生の置かれた研究を取り巻く環境を
含め、様々な要因が関係することがわかった。 
  
２．「大学院教育」と「研究」から見えてく
る留学 
 大学院教育と高等教育の歴史を振り返る
と、他国から高等教育システムを取り入れた
としても、その地域の社会文化はもとより政
治経済歴史等のコンテクストの中で、どのよ
うな組織や人々がどのように関係する中で
高等教育が行われるのか、そしてどのように
当事者が活用し、発展させるかにより、違い
があることがわかった。また「大学院教育」
と「研究」という観点は、留学生が体験する
大学院や研究活動との関係で重要であるこ
とがわかった。 
近年、高等教育、大学院教育においてもグ
ローバル化が進み、高等教育の標準化が進む
可能性はある。その一方で、留学生の体験は
各留学生の学ぶローカルなコンテクストか
ら完全に離れることはできない。このことか
ら、留学についてもグローバル化による標準

化が進む一方で、ローカルなコンテクストに
よる多様性の進む可能性がある。  
また留学生教育や高等教育の分野でそれ
ぞれグローバル化の議論はされるが、政策や
マクロレベルでの議論が多い。グローバル化
により具体的にどのような影響があるか検
討するためには、本研究における事例を通し
て元留学生の体験の多様性を明らかにした
ように、ミクロレベルにおいて留学生個人の
体験について丁寧に研究していくことが必
要である。マクロレベルでの高等教育のシス
テムや制度、特に研究との関連で大学院レベ
ルの教育制度やシステムに焦点をあて、歴史
的観点から研究するとともに、ミクロレベル
の具体的な事例との関係を通して、考察を深
めることが重要である。 
 
III. 終わりに 
 本研究では「大学院教育」と「研究」に関
する文献を参考に、歴史的な観点を含めて検
討した。その上で、インドネシア人元留学生
についての追跡調査から、研究面を中心に留
学生活と帰国後の教育研究活動について考
察を行った。 
元インドネシア人留学生についての追跡
調査を通して、留学生の大学院教育の体験の
多様性が明らかになった。留学生の留学先の
経験は多様であり、帰国後、留学中の経験を
どのように評価するか、どのように具体的に
帰国後の教育研究活動に活用するか、元留学
生の語りの中に、留学時の体験の影響が見ら
れることがわかった。 
今後も留学と高等教育、特に大学院におけ
る研究活動との関係を中心に、留学生教育研
究について多角的かつ長期的観点からの研
究を進めていきたい。 
 
注： 
１． 本研究は平成 23（2011）－平成 25
（2013）年度の科学研究費補助金基盤研
究（B）及び、平成 24（2012）－平成 26
（2014）年度の科学研究費補助金挑戦的
萌芽研究の助成を受けて実施した。 
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